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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　人の手指又は足指の爪に装着するネイルチップであって、
　前記爪の表面に固着させて使用する台座部と、
　　前記台座部に着脱自在に取り付けられ、前記台座部に摺動可能に案内される装飾板部
と、を備え、前記台座部は、摺動方向に沿って配置される同一形状の複数の台座部片から
なり、各台座部片は隣接する台座部片と係合する係合部を有することを特徴とするネイル
チップ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は、人の手指又は足指の爪に装着するネイルチップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　　　　ネイルチップを人の手指又は足指の爪表面に装着する手段として、ネイルサ
ロンなどで、ネイリストなどの、ネイルチップの専門的な知識と技術を持つ施術者によっ
て、接着力の強い接着剤を用いて装着する手段、及び、ネイルチップの専門的な知識と技
術を持たないネイルチップ被装着者自身が、接着力の弱い接着剤または、粘着剤または、
両面テープなどで、任意の時間と場所で装着する手段が一般的である。



(2) JP 6251435 B1 2017.12.20

10

20

30

40

50

【０００３】
　　ネイリストにより接着力の強い接着剤を用いて、ネイルチップ利用者の爪に装着され
たネイルチップを、ネイルチップ利用者自身が取り外すのは非常に困難であり、ネイルチ
ップを取り外すには、ネイリストが常駐するネイルサロンなどに再度行く必要があり、ネ
イルチップ利用者が任意の時間と場所で、ネイルチップの装着脱ができず、また、ネイル
チップ利用者自身が、接着力の弱い接着剤を用いて装着したネイルチップは、爪からの剥
離や、装着時の位置からずれる問題があった。
【０００４】
　　　また、装着手段に関わらず、爪の成長に伴い、ネイルチップから、成長した部位の
爪が露出するため、その都度ネイルチップを取り外し、装着時の位置に、再度装着させる
作業が必要となり、接着力の強い接着剤を用いて装着したネイルチップは、薬品などで接
着剤を溶かして取り外した後、爪表面の洗浄などの作業が必要となる。
【０００５】
　　　　　　上述したネイルチップの爪への装着脱の困難さにより、家事全般を行う主婦
や、爪を伸ばすことができない職業従事者は、ネイルチップを手軽に楽しめず、自転車、
車の運転、清掃などの日常的に不回避な作業によるネイルチップの欠損、変形、変色、紛
失などを考慮し、一般的な宝飾品に多用される高価な貴金属や貴石よりも、安価な合成樹
脂などの素材がネイルチップに多用され、ネイルチップの素材や利用者の多様性を阻害し
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　　　　　本発明は、ネイリストにより装着されたネイルチップを、任意の時間と場所
で、ネイルチップ利用者自身が、可逆的または任意の位置に、簡単に装着脱が可能で、爪
が成長しても、持続的に使用できる、ネイルチップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明のネイルチップは、人の手指又は足指の爪の表面に固着させて使用する台座部と、
前記台座部に着脱自在に取り付けられ、前記台座部に摺動可能に案内される装飾板部と、
を備え、前記台座部は、摺動方向に沿って配置される同一形状の複数の台座部片からなり
、各台座部片は隣接する台座部片と係合する係合部を有する。
 
【発明の効果】
【００１３】
　　　本発明により、ネイルチップ利用者の爪に、ネイリストによって固定接
　　　着された、台座部からの、装飾板部の装着脱は、ネイルチップ利用者でも任意の時
間と場所で簡単に行えるため、ネイリストが常駐するネイルサロンなどへ行く必要が無く
なり、ネイルチップの装着脱の困難さにより、ネイルチップの利用を諦めていた潜在的利
用者が顕在化し、爪を伸ばすことができない職業従事者も、就労時に台座部から装飾板部
を取り外すことで、就労可能となり、気軽にネイルチップを楽しむことができる。
【００１４】
　　　　　　また、本発明により、台座部表面からの装飾板部の装着脱が簡単になり、自
転車や車の運転、及び、清掃などの日常的に不回避な作業時には、台座部から装飾板部を
取り外すことで、ネイルチップの欠損、変形、変色などを考慮し、従来のネイルチップの
装飾に用いることが避けられていた、宝石または、貴金属などの高価な宝飾品素材を、装
飾板部に用いることができる。
【００１５】
　　　　また、本発明により、本発明のネイルチップの利用者は、自宅や外出先に関わら
ず、洋装に適合するデザインの装飾板部や、和装に適合するデザインの装飾板部など、衣
服や職種に適合するデザインの、複数個の装飾板部から、台座部への選択装着が任意の時
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間と場所で可能になり、葬儀などの予測不可な突発的事態でも、適合するデザインの装飾
板部を、台座部に装着できることから、ネイルチップの利用者の利便性が向上する。
【００１６】
　　　また、本発明により、脱落防止機構を付加した、台座部、及び、装飾板部は、外出
先での不可抗力による台座部からの、装飾板部の脱落、及び、紛失が軽減されることに加
え、脱落防止機構を付加した、高価な宝飾品素材を施した装飾板部と、脱落防止機構が付
加されていない、安価な装飾が施された装飾板部などを、任意の時間と場所で選択装着が
可能となり、装飾板部表面に施される、装飾や材質の多様性が拡大する。
【００１７】
　　　また、本発明により、１０指の各爪が概して同じである、本発明ネイルチップの複
数の使用者間での、装飾板部の貸与、譲渡、転売などが容易に行える。
【００１８】
　　　　また、本発明の、摺動方向に沿って配置される、同一形状の複数の台座部片から
なる台座部の各台座部片は、隣接する台座部片と係合する係合部を有することから、成長
によって伸びた爪先と共に、台座部片の先端部を、係合部の位置から、市販の爪切りなど
で裁断し、成長によって伸びた爪元部分に、新しい台座部片を継ぎ足して使用することが
でき、爪が成長しても台座部を爪から取り外すことなく、台座部を持続的に使用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明のネイルチップの構成（ａ）スナップフィット方式（装着）（ｂ）摺動方
式（装着脱）（ｃ）Ａ－Ａ断面図　　　　（ｄ）Ｂ－Ｂ断面図
【図２】本発明のネイルチップの装飾板部の取替え
【図３】本発明のネイルチップと装飾板部の装着状態　（ａ）ネイルチップの透視図　（
ａ）装着状態の透視図　（ｃ）Ｃ－Ｃ断面図
【図４】本発明のネイルチップにおける爪の成長した場合の対応図（ａ）爪の成長前　（
ｂ）爪の成長後　（ｃ）対応後
【図５】爪が成長した時の台座部片の裁断と継ぎ足し説明図　　　（ａ）爪の成長後　（
ｂ）裁断と継ぎ足し　（ｃ）継ぎ足し後
【図６】台座部片と台座部の構成図　　　（ａ）台座部片の斜視図　（ｂ）台座部を構成
する複数の台座部片　　　（ｃ）台座部の斜視図　（ｄ）爪に固着させた台座部の斜視図
【図７】脱落防止機構（板バネ式）の使用図　　　　（ａ）スナップフィット方式（装着
）（ｂ）摺動方式（装着脱）　　　　（ｃ）装着後
【図８】台座部片と台座部の構成図（板バネ式）（ａ）台座部片の斜視図　（ｂ）台座部
の斜視図
【図９】脱落防止機構（板バネ式）を付加した装飾板部の構成図（ａ）装飾板部の透視図
　（ｂ）Ｄ－Ｄ断面図　　　　（ｃ）板バネを押し上げた時の断面図
【図１０】脱落防止機構（ネジ式）の使用図　　　　（ａ）スナップフィット方式（装着
）（ｂ）摺動方式（装着脱）　　　　（ｃ）装着後
【図１１】台座部片と台座部の構成図（ネジ式）（ａ）台座部片の斜視図　（ｂ）台座部
の斜視図
【図１２】脱落防止機構（ネジ式）を付加した装飾板部の構成図（ａ）装飾板部の透視図
　（ｂ）Ｅ－Ｅ断面図　（ｃ）拡大図
【図１３】脱落防止機構（ネジ式）の台座部に、脱落防止機構（板バネ式）の装飾板部を
装着脱する説明図（ａ）装飾板部の透視図　（ｂ）装着後
【図１４】脱落防止機構付きと、付いていない装飾板部の取替え　　　　（ａ）脱落防止
機構（板バネ式）の場合（ｂ）脱落防止機構（ネジ式）の場合
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　　　　　（＝＝＝＝＝実施形態１＝＝＝＝＝）
　　　本発明のネイルチップの基本となる実施形態１のネイルチップ１について、図１か
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ら図４を用いて説明する。
　　　図１は、本発明の実施形態１のネイルチップ１の構成であり、（ａ）はスナップフ
ィット方式（装着）、（ｂ）は摺動方式（装着脱）、（ｃ）はＡ－Ａ断面図、（ｄ）はＢ
－Ｂ断面図である。
　　　図２は、本発明の実施形態１のネイルチップ１の装飾板部の取替え。
　　　図３は、本発明の実施形態１のネイルチップ１と装飾板部の装着状態を示す。
　　　　　　（ａ）は、ネイルチップ１の透視図、（ａ）は、装着状態の透視図、（ｃ）
は、Ｃ－Ｃ断面図である。
　　　　　　図４は、本発明の実施形態１のネイルチップ１における爪の成長した場合の
対応図である。
（ａ）は、爪の成長前、（ｂ）は、爪の成長後、（ｃ）は、対応後である。
【００２１】
　　　　　　まず、図１から図４で、本発明の基本となる実施形態１のネイルチップ１の
構成と、機能を示す。
　　　本発明の実施形態１のネイルチップ１は、図１（ａ）と、図１（ｂ）及び、図３（
ａ）に示すように、台座部２１と装飾板部３１からなる。
　　　台座部２１は、指の爪の形状で形成された薄板状の本体２１１と、本体２１１の表
面上に、爪の成長方向に沿って併設した、装飾板部３１を取り付けるための２本のレール
２１２とからなる。
　　　レール２１２には、装飾板部３１のレール係合部３１２１と係合させるためのレー
ル係合部２１２１を備える。
　　　装飾板部３１は、表面に装飾を施した本体３１１と、本体３１１の裏面に、台座部
２１のレール２１２の位置に対応して、上から押し付けるか、爪の先方向から摺動させて
取り付けるための、２本のレール３１２からなる。
　　　レール３１２には、台座部２１のレール係合部２１２１と係合させるためのレール
係合部３１２１を備える。
　　　台座部２１のレール係合部２１２１と装飾部３１のレール係合部３１２１は、鉤形
状で係合する。
　　　スナップフィット方式の場合は、台座部２１へ、装飾板部３１を上から、押し付け
ることで前記係合をさせる。
　　　摺動方式の場合は、台座部２１へ、装飾板部３１を爪の先方向から、摺動させて前
記係合をさせる。
【００２２】
　　　本発明の実施形態１のネイルチップ１の機能は、爪に接着剤などで固着させた台座
部２１に、装飾板部３１を着脱自在に取り付けることであり、かつ、台座部２１へ取り付
けた装飾板部３１は、爪の成長方向の前後にだけ、摺動ができるように規制され、爪の先
方向へ装飾板部３１を摺動させて取り外しができることである。
　　　また、爪が成長しても、爪の長さが装飾板部３１の長さを超えない場合であれば、
台座部２１を爪から取り外すことなく、装飾板部３１を爪の元方向へ摺動させて、爪の成
長部位を装飾板部３１で覆い隠し、爪の成長前と同じようにネイルチップ１を使用できる
ことである。
　　　この機能により、ネイルチップ１の利用者は、任意の時間と場所で、接着剤などを
使用せずに、繰り返し、装飾板部３１を爪の同じ位置または、任意の位置への装着脱が可
能となり、装飾や形、または、材質の違う種々の装飾板部３１への取替えも可能となる。
【００２３】
　　　次に、台座部２１へ装飾板部３１を装着脱するための、レール２１２とレール３１
２について、図１を用いて説明する。
【００２４】
　　　まず、台座部２１のレール２１２について説明する。
　　　レール２１２は弾性を有し、装飾板部３１のレール３１２と係合する係合部であり
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、係合したレール３１２が、爪４１の成長方向に沿って前後に摺動するように規制するた
めに、爪４１の成長方向に沿って、本体２１１の表面に一体的に併設する。
　　　また、レール係合部２１２１は、係合したレール係合部３１２１を、レール２１２
に沿って摺動させて、前記係合を解除できるように規制するために、図１（ｄ）で示すよ
うに、レール係合部２１２１を鉤型に形成する。
【００２５】
　　　次に、装飾板部３１のレール３１２について説明する。
　　　レール３１２は、台座部２１のレール２１２と係合する係合部であり、レール３１
２は、本体３１１の裏面に、爪４１の成長方向に沿って一体的に併設する。
　　　また、レール係合部３１２１は、係合したレール係合部２１２１から、レール係合
部３１２１をレール２１２に沿って摺動させて、前記係合を解除できるように規制するた
めに、図１（ｃ）で示すように、レール係合部３１２１を鉤型に形成する。
【００２６】
　　　次に、レール２１２とレール３１２の構造を、図１を用いて説明する。
　　　レール２１２とレール３１２の構造は、図１（ａ）で示すように、台座部２１に装
飾板部３１を、上から押し付けたときに、レール２１２が、レール３１２から逃げるよう
に弾性変形して、レール２１２とレール３１２及び、レール係合部２１２１とレール係合
部３１２１が係合して、レール２１２の弾性復帰力によって、レール係合部２１２１がレ
ール係合部３１２１を押圧することにより、レール２１２に係合したレール３１２が摺動
するのを抑制して、台座部２１に装飾板部３１の装着ができるスナップフィット構造であ
り、
　　　かつ、この構造は、図１（ｂ）で示すように、爪４１の成長方向に沿って、レール
３１２をレール２１２に押し付けて、装飾板部３１を爪４１の爪元方向へ摺動させたとき
に、レール２１２が、レール３１２から逃げるように弾性変形することにより、レール２
１２とレール３１２及び、レール係合部２１２１とレール係合部３１２１が係合して、レ
ール２１２の弾性復帰力によって、レール係合部２１２１がレール係合部３１２１を押圧
することにより、レール２１２に係合したレール３１２が摺動するのを抑制して、台座部
２１に装飾板部３１を装着することもできる構造であり、
　　　かつ、この構造は、図１（ｃ）と図１（ｄ）で示すように、レール係合部３１２１
と、レール係合部２１２１を鉤型に形成することによって、係合したレール係合部３１２
１とレール係合部２１２１が、台座部２１に装着された装飾板部３１を、レール２１２に
沿って、爪４１の成長方向の前後にだけ摺動ができるように規制することにより、台座部
２１に装着された装飾板部３１を、レール２１２に沿って、爪４１の爪先方向へ摺動させ
ることだけが、レール係合部２１２１とレール係合部３１２１及び、レール２１２とレー
ル３１２の係合を解除して、台座部２１に装着された装飾板部３１を取り外すことができ
る構造である。
【００２７】
　　　　　　次に、台座部２１と、装飾板部３１の使用方法を、図１と図３を用いて説明
する。
　　　台座部２１は、台座部２１の裏面、または爪４１の表面に、接着剤などを塗布して
、爪４１に台座部２１を固着させて使用する。
　　　装飾板部３１は、従来のネイルチップの表面に施される装飾を装飾板部３１の表面
に施して、台座部２１に、スナップフィット方式または、摺動方式で装着して使用する。
　　　台座部２１に装着された装飾板部３１は、摺動方式で取り外す。
　　　爪４１に固着させた台座部２１の表面に、スナップフィット方式、または、摺動方
式で装着した装飾板部３１の状態を、図３に示す。
【００２８】
　　　次に、スナップフィット方式での台座部２１への装飾板部３１の装着と、摺動方式
での台座部２１への装飾板部３１の装着脱を、図１を用いて説明をする。
　　　スナップフィット方式は、図１（ａ）に示すように、装飾板部３１が、爪４１のす
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べての部位を覆い隠すことができて、かつレール３１２とレール２１２が係合できる、台
座部２１の位置に、装飾板部３１を上から押し付けることにより、レール３１２とレール
２１２が係合して、装飾板部３１を台座部２１に装着する。
　　　摺動方式は、図１（ｂ）に示すように、爪４１の成長方向に沿って、レール３１２
をレール２１２に押し付けて、装飾板部３１を爪４１の爪元方向へ摺動させて、レール３
１２とレール２１２を係合させてから、さらに、装飾板部３１を爪４１の爪元方向へ摺動
させて、装飾板部３１が爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる位置で、装飾板部
３１の摺動を制止することにより、装飾板部３１を台座部２１に装着する。
　　　また、前記装着、及び、スナップフィット方式で説明した装着状態から、レール２
１２とレール３１２との係合が解除するまで、装飾板部３１を爪４１の爪先方向へ、摺動
させることにより、装飾板部３１を台座部２１から取り外す。
【００２９】
　　　      次に、台座部２１に装着された装飾板部３１の取替えを、図２で説明する。
　　　　　　本発明によると、本発明のネイルチップ１は、表面の装飾、形状、材質の異
なる、複数個の装飾板部３１から、１個の装飾板部３１を選択し、台座部２１に装着する
ことができる。
　　　例えば、図２で示すように、装飾板部３１の、本体３１１Ａから３１１Ｄの、いず
れかの装飾板部３１を選択して、台座部２１の表面に装着脱ができて、台座部２１に装着
された装飾板部３１を、他方の装飾板部３１に取替えもできる。
　　　つまり、本発明のネイルチップ１の利用者は、洋装に適合するデザインの装飾板部
３１や、和装に適合するデザインの装飾板部３１など、衣服や職種に適合するデザインの
、複数個の装飾板部３１から、好みの装飾板部３１を選び、選んだ装飾板部３１を台座部
２１へ装着することが、自宅や外出先、または、職場など、任意の時間と場所でおこなえ
る。
【００３０】
　　　　　　次に、実施形態１のネイルチップ１における、爪の成長した場合の対応を、
図４を用いて説明する。
　　　　　　但し、図４で示す対応は、爪の成長による爪の長さが、装飾板部の長さを超
えていない場合に限定され、爪の長さが、装飾板部の長さを超えた場合の対応は、後述す
る、実施形態２のネイルチップ１の、台座部２１に追加された台座部２２が備える機能に
よる効果、の記述のなかで、説明する。
【００３１】
　　　　まず、台座部２１に装飾板部３１を装着した状態での対応を説明する。
　　　図４（ａ）で示した状態から、爪４１が成長して、図４（ｂ）で示す状態になった
場合に、図４（ｂ）で示す、爪４１の成長により装飾板部３１から露出した露出部位４１
３を、装飾板部３１で露出部位４１３を覆い隠せる位置まで、装飾板部３１を、爪４１の
爪元方向へ摺動させて対応することにより、図４（ｃ）で示した状態となる。
【００３２】
　　　次に、台座部２１から装飾板部３１を取り外して対応する場合を説明する。
　　　図４（ａ）で示した状態から、爪４１が成長して、図４（ｂ）で示す状態になった
場合に、台座部２１から装飾板部３１を取り外してから、装飾板部３１が、成長部位４１
１を含む、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる、台座部２１の位置に、図１（
ａ）と、図１（ｂ）で示した、スナップフィット方式、または、摺動方式で、装飾板部３
１を台座部２１に装着して対応することにより、図４（ｃ）で示した状態となる。
【００３３】
　　　これらの対応により、図４（ｃ）で示すように、爪４１が成長しても、台座部２１
に装着された装飾板部３１の外観は、図４（ａ）で示す外観と同じとなることから、従来
のネイルチップを爪４１に使用して、爪４１が成長した場合の対応では、ネイルサロンな
どで、薬品を用いて接着剤を溶かして、爪４１から前記ネイルチップを取り外して、爪４
１の表面に付着している古い接着剤を洗浄して、再度、接着剤などで、成長部位４１１を
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含む、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる、爪４１の位置に前記ネイルチップ
を固着させる作業が、本発明のネイルチップ１では、任意の時間と場所で、図４で示した
対応をするだけの作業に簡略化される。
【００３４】
（＝＝＝＝＝実施形態２＝＝＝＝＝）
　　　次に、本発明の実施形態２のネイルチップ１について、図５から図６を用いて説明
する。
　　　図５は、爪が成長した時の台座部片の裁断と継ぎ足し説明図である。
　　　（ａ）は、爪の成長後、（ｂ）は、台座部片の裁断と継ぎ足し、（ｃ）は、台座部
片の継ぎ足し後である。
　　　図６は、台座部片と台座部の構成図である。
　　　（ａ）は、台座部片の斜視図、（ｂ）は、台座部を構成する複数の台座部片、（ｃ
）は、台座部の斜視図、（ｄ）は、爪に固着させたときの台座部の斜視図である。
【００３５】
　　　まず、本発明の実施形態２の概要を説明する。
　　　本発明の実施形態２のネイルチップ１は、実施形態１の装飾板部３１と、実施形態
２の台座部２２から構成され、実施形態２は、台座部に関する。
　　　台座部２２は、同一形状の複数の台座部片２２Ａを係合して、実施形態１の台座部
２１と、同じ構成の台座部を形成することにより、台座部２１の機能を兼ね備え、かつ台
座部２２を構成する台座部片２２Ａを、爪に固着させた状態での裁断と、継ぎ足しを可能
にすることで、爪が成長して装飾板部より長くなった場合でも、爪に固着させた台座部２
２を、爪から取り外すことなく、持続的に使用することを目的とする。
【００３６】
　　　　次に、台座部片２２Ａと、複数の台座部片２２Ａを係合して形成する台座部２２
について、図６を用いて説明する。
【００３７】
　　　まず、台座部片２２Ａの構成について説明する。
　　　　台座部片２２Ａは、図６（ａ）に示すように、薄板状に形成した台座部片本体２
２１と、台座部片本体２２１の表面上に、爪４１の成長方向に沿って一体的に併設した、
２本のレール片２２２と、隣接する複数の台座部片本体２２１を係合させるための、係合
部２２３から構成される。
　　　　レール片２２２は、弾性を有し、図６（ａ）に示すように、鉤型に形成したレー
ル片係合部２２２１を先端に備える。
　　　　係合部２２３は、図６（ａ）に示すように、台座部片本体２２１の先端に一体的
に併設された、２本の凸係合部２２３１と、台座部片本体２２１の末端に一体的に併設さ
れた、２本の凹係合部２２３２から構成される。
【００３８】
　　　　次に、複数の台座部片２２Ａが係合することによって形成される台座部２２の構
成、を説明する。
　　　台座部２２は、図６（ｂ）と図６（ｃ）に示すように、隣接する複数の台座部片２
２Ａの各係合部２２３の、凸係合部２２３１と、凹係合部２２３２が係合することによっ
て、複数の台座部片本体２２１が隣接して、台座部２１の本体２１１が形成され、かつ、
複数のレール片２２２が隣接して、台座部２１のレール２１２が形成され、かつ、複数の
レール片係合部２２２１が隣接して、レール係合部２１２１が形成される。
　　　すなわち、台座部２２は、複数の台座部片２２Ａが係合することによって、実施形
態１の台座部２１と同じように、本体２１１と、レール２１２と、レール係合部２１２１
から構成されることになり、台座部２１と同じ機能を兼ね備えることが可能となる。
　　　　また、これらの構成により台座部２２は、台座部２２を構成する台座部片２２Ａ
ごとに、爪４１に固着させて使用し、台座部２２において、レール係合部２１２１は、レ
ール係合部２１２１を構成するレール片係合部２２２１ごとに、装飾板部３１のレール係



(8) JP 6251435 B1 2017.12.20

10

20

30

40

50

合部３１２１と係合する。
【００３９】
　　　　次に、台座部２２の機能を、図５と図６を用いて説明する。
　　　台座部２２の機能は、台座部２２を同一形状の複数の台座部片２２Ａから構成する
ことによって、接着剤などで爪４１に台座部２２を固着させた状態で、台座部２２の先端
の台座部片２２Ａの係合部２２３から、伸びた爪４１の爪先と供に裁断することや、台座
部２２の末端の台座部片２２Ａの係合部２２３へ、新しい台座部片２２Ａを継ぎ足して使
用できることである。
　　　また、台座部２２は、図６（ｃ）と図６（ｄ）に示すように、実施形態１の台座部
２１と同じ構成を兼ね備えることにより、台座部２１と同じ機能も兼ね備え、図１と図２
で示した、装飾板部３１の装着脱、及び、装飾板部３１の取り換えが、台座部２２でも可
能となり、図４で示した、爪の成長した場合の対応も可能となる。
【００４０】
　　　　次に、台座部２２において、爪４１が成長して、爪４１の長さが、装飾板部３１
よりも長くなり、爪４１のすべての部位を、装飾板部３１で覆い隠せなくなった場合の対
応を、図５を用いて説明する。
　　　　図５（ａ）で、爪４１が成長して装飾板部３１よりも長くなり、爪４１のすべて
の部位を、装飾板部３１で覆い隠せなくなった状態の爪４１と、台座部２２を示す。
　　　図５（ｂ）で示すように、台座部２２の先端の台座部片２２Ａの係合箇所から、伸
びた爪４１の成長部位先端４１２と供に係合部２２３を裁断して、成長部位先端４１２と
台座部片２２Ａを切り離して、新しい台座部片２２Ａの凸係合部２２３１と、台座部２２
の末端の台座部片２２Ａの凹係合部２２３２を係合させて、新しい台座部片２２Ａを、爪
４１の成長部位４１１に接着剤などで固着させることにより、
　　　図５（ｃ）で示すように、爪４１は裁断により短くなるが、台座部２２は裁断前と
同じ長さになるため、台座部２２へ装飾板部３１を装着しても、爪４１のすべての部位を
、装飾板部３１で覆い隠せることができる。
【００４１】
　　　次に、台座部２１に追加された台座部２２が備える機能による効果、を説明する。
　　　図４で示した、爪４１の成長した場合の対応から、さらに爪４１が成長して、爪４
１の長さが装飾板部３１よりも長くなり、装飾板部３１で爪４１のすべての部位を、覆い
隠せなくなった場合に、
　　　実施形態１の台座部２１では、爪４１のすべての部位を、装飾板部３１で覆い隠せ
る長さまで、爪４１の爪先を裁断する作業と、爪４１の爪先を裁断するときに、爪４１に
接着剤などで固着させた台座部２１を、薬品などで取り外す作業と、爪４１の爪先を裁断
したあとに、爪４１の表面に付着している古い接着剤などを洗浄する作業と、新しい台座
部２１を、接着剤などで、爪４１に固着させる作業が必要となるが、
　　　実施形態２の台座部２２を使用することにより、前記作業が、爪４１の爪先と供に
台座部片を裁断する作業と、台座部片の継ぎ足し作業に、簡略化する効果がある。
【００４２】
　　　（＝＝＝＝＝実施形態３＝＝＝＝＝）
　　　次に、本発明の実施形態３のネイルチップ１について、図７から図９を用い説明す
る。
　　　図７は、脱落防止機構（板バネ式）を付加したネイルチップ１の使用図であり、（
ａ）は、スナップフィット方式（装着）、（ｂ）は、摺動方式（装着脱）、は（ｃ）は、
装着後を示した図である。
　　　図８は、脱落防止機構（板バネ式）を付加したネイルチップ１の、台座部片と台座
部の構成図であり、（ａ）は、台座部片の斜視図、（ｂ）は、台座部の斜視図である。
　　　図９は、脱落防止機構（板バネ式）を付加したネイルチップ１の、装飾板部の構成
図であり、（ａ）は、装飾板部の透視図、（ｂ）は、装飾板部のＤ－Ｄ断面図、（ｃ）は
、板バネを、下から押し上げた時のＤ－Ｄ断面図である。
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【００４３】
　　　まず、本発明の実施形態３の概要を説明する。
　　　実施形態３のネイルチップ１は、実施形態１の装飾板部３１と、実施形態２の台座
部２２に、脱落防止機構を付加したものであり、
　　　脱落防止機構に、板バネを適用することにより、台座部に装着された装飾板部の摺
動する位置を段階的に調整し、かつ調整した位置に解除可能に制止することを可能にし、
台座部からの装飾板部の脱落や、装着位置がずれることの防止を目的とする。
【００４４】
　　　次に、実施形態３のネイルチップ１の構成を説明する。
　　　実施形態３のネイルチップ１は、図７で示すように、脱落防止機構（板バネ式）を
備えた装飾板部３３と台座部２３から構成される。
【００４５】
　　　装飾板部３３は、図９で示すように、板バネ３３１と、板バネ支持部３３２と、装
飾板部３１から構成される。
　　　板バネ支持部３３２は、装飾板部３１の本体３１１の裏面の、レール３１２に干渉
しない位置に一体的に形成する。
　　　板バネ３３１は、板バネ本体３３１１と、板バネ先端曲部３３１２と、板バネ固定
部３３１３から構成される。
　　　板バネ先端曲部３３１２は、板バネ本体３３１１の先端に一体的に形成し、台座部
２３の溝２３１と係止する係止部である。
　　　板バネ固定部３３１３は、板バネ３３１を板バネ支持部３３２に固定するための固
定部である。
【００４６】
　　　台座部２３は、爪４１の成長方向に沿って、隣接する複数の台座部片２３Ａを係合
して形成したものであり、台座部片２３Ａは、図８（ａ）で示すように、台座部片２２Ａ
と、台座部片２２Ａの表面の、レール片２２２に干渉しない位置に形成した、隣接する複
数の溝２３１と、で構成されるので、
　　　台座部２３は、図８（ｂ）で示すように、台座部２２と、台座部２２の表面のレー
ル２１２に干渉しない位置に、爪４１の成長方向に沿って配置された、隣接する複数の溝
２３１から構成される。
　　　また、溝２３１は、板バネ先端曲部３３１２と係止する被係止部である。
　　　また、台座部片２３Ａは、台座部片２２Ａに溝２３１を付加したものであるので、
各台座部片２３Ａの係合の説明は、実施形態２で示した、台座部片２２Ａが係合すること
によって形成される台座部２２の構成、の説明と同じなので、省略する。
　　　また、台座部２３は、実施形態２の台座部２２の表面に脱落防止機構（板バネ式）
を付加したものであることから、台座部２３は、図１と図２、及び、図５と図６で示した
台座部２２の構成と構造、及び、機能も兼ね備え、台座部２３へは、実施形態１の装飾板
部３１の装着脱も可能である。
【００４７】
　　　　次に、脱落防止機構（板バネ式）の概要を説明する。
　　　脱落防止機構（板バネ式）は、台座部の表面に、爪の成長方向に沿って形成した複
数のいずれかの溝に、装飾板部の裏面に固定設置した、板バネの先端曲部を、板バネの弾
性復帰力によって係止させることが、台座部に装着された装飾板部の摺動する位置の、段
階的調整と制止、及び、装飾板部の脱落の防止を可能にし、板バネを下から押し上げて、
装飾板部の板バネの先端曲部と、台座部の溝との係止を解除させることが、台座部に装着
された装飾板部の摺動の制止の解除を可能にする機構である。
【００４８】
　　　　さらに、脱落防止機構（板バネ式）の詳細を、図７を用いて説明する。
　　　脱落防止機構（板バネ式）は、板バネを板バネ３３１に適用し、台座部２３に装飾
板部３３を装着したときに、板バネ３３１が弾性変形して、板バネ３３１の弾性復帰力に
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より、板バネ先端曲部３３１２と、溝２３１が係止することで、台座部２３に装着した装
飾板部３３の摺動を制止して、装飾板部３３の脱落を防止する機構であり、
　　　また、台座部２３に装飾板部３３を装着した状態から、板バネ本体３３１１を下か
ら押し上げて、板バネ３３１を弾性変形させて、溝２３１と板バネ先端曲部３３１２との
係止を解除させることが、台座部２３に装着された装飾板部３３の摺動の制止を解除する
機構であり、
　　　また、爪４１の成長方向に沿って隣接する、複数の溝２３１のいずれかに、板バネ
先端曲部３３１２を係止させることが、台座部２３に装着された、装飾板部３３の摺動す
る位置の段階的な調整を可能にする機構である。
【００４９】
　　　　次に、台座部２３への、装飾板部３３の装着脱方法を、図７を用いて説明する。
　　　但し、レール２１２とレール３１２との係合と係合の解除、及び、レール係合部２
１２１とレール係合部３１２１との係合と係合の解除の説明は、実施形態１で示した説明
と同じであるので省略する。
【００５０】
　　　まず、スナップフィット方式での、台座部２３への装飾板部３３の装着方法を、図
７（ａ）で説明する。
　　　スナップフィット方式は、図７（ａ）に示すように、爪４１に接着剤などで固着さ
せた台座部２３に、装飾板部３３を、上から押し付けることにより、レール２１２に、レ
ール３１２が係合し、かつ上から押し付けられて弾性変形した、板バネ３３１の弾性復帰
力により、板バネ先端曲部３３１２と、いずれかの溝２３１が係止し、かつ装飾板部３３
が、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる、台座部２３の位置に装飾板部３３を
装着する。
【００５１】
　　　次に、摺動方式での、台座部２３への装飾板部３３の装着脱方法を、図７（ｂ）で
、説明する。
　　　摺動方式は、図７（ｂ）に示すように、板バネ本体３３１１を下から押し上げた状
態で、爪４１の成長方向に沿って、装飾板部３３を、爪４１の爪元方向へ摺動させて、レ
ール３１２とレール２１２が係合し、かつ板バネ先端曲部３３１２と、いずれかの溝２３
１との係止ができて、かつ装飾板部３３が、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができ
る位置で、板バネ本体３３１１を下から押し上げるのを止めて、板バネ先端曲部３３１２
を、該当する溝２３１に係止させて、爪４１に接着剤などで固着させた台座部２３に装飾
板部３３を装着する。
　　　また、前述した摺動方式での装着、及び、図７（ａ）のスナップフィット方式で説
明した装着状態から、板バネ本体３３１１を下から押し上げて、板バネ先端曲部３３１２
と、係止した溝２３１との係止を解除させて、板バネ本体３３１１を下から押し上げた状
態を保持しながら、装飾板部３３を、レール３１２とレール２１２との係合が解除するま
で、爪４１の爪先方向に摺動させることで、台座部２３から装飾板部３３を取り外す。
【００５２】
　　　また、図７（ｃ）は、スナップフィット方式、または摺動方式で、台座部２３の表
面に、装飾板部３３を装着したときの透視図である。
【００５３】
　　　次に、装飾板部３３の板バネ３３１について、図９を用いて説明する。
　　　　板バネ３３１は、図９（ａ）に示すように、板バネ本体３３１１と、板バネ先端
曲部３３１２と、板バネ固定部３３１３から構成される。
　　　また、板バネ３３１は、図９（ａ）に示すように、本体３１１の裏面に一体的に形
成した板バネ支持部３３２に、板バネ固定部３３１３を固定することにより、レール３１
２に干渉しない位置に固定設置される。
　　　　また、板バネ３３１に、板バネを適用することにより、板バネ先端曲部３３１２
は、図９（ｂ）で示す状態から、板バネ本体３３１１を下から押し上げたときに、板バネ
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３３１が弾性変形して、図９（ｃ）で示す状態となる。
　　　　また、台座部２３に装飾板部３３を、摺動方式で装着するとき、または、台座部
２３に装着した装飾板部３３を、爪４１の成長方向に沿って前後に摺動させるとき、また
は、装飾板部３３を台座部２３から取り外すときは、板バネ本体３３１１を下から押し上
げて、図９（ｃ）で示した状態を保持してからおこなう。
【００５４】
　　　　　　次に、台座部２３に装着された装飾板部３３の取替えを、説明する。
　　　装飾板部３３は、実施形態１の装飾板部３１の裏面に脱落防止機構（板バネ式）を
付加したものであり、図１で示した装飾板部３１の構成と構造も兼ね備えるので、図２で
示した、装飾板部３１の取替えと同じように、本体３１１の装飾や形状の異なる複数の装
飾板部３３から、１個の装飾板部３３を選択し、台座部２３に装着脱することができて、
他方の装飾板部３３に取替えることも可能となる。
【００５５】
　　　次に、実施形態３のネイルチップ１における爪の成長した場合の対応を、説明する
。
　　　まず、爪４１の成長による爪４１の長さが、装飾板部３３の長さを超えていない場
合の対応を説明する。
　　　台座部２３に装飾板部３３を装着した状態で対応する場合は、図７（ｂ）で示した
摺動方式で、装飾板部３３が、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる、台座部２
３の位置に、装飾板部３３を摺動させて対応する。
　　　台座部２３から装飾板部３３を取り外して対応する場合は、図７（ａ）と、図７（
ｂ）で示した、スナップフィット方式、または、摺動方式で、装飾板部３３が、爪４１の
すべての部位を覆い隠すことができる、台座部２３の位置に、装飾板部３３を装着しなお
すことで対応する。
　　　また、爪４１の成長による爪４１の長さが、装飾板部３３よりも長くなった場合の
対応は、図５で示した、実施形態２の台座部２２の裁断と継ぎ足し対応に準ずる。
【００５６】
（＝＝＝＝＝実施形態４＝＝＝＝＝）
　　　次に、本発明の実施形態４のネイルチップ１について、図１０から図１２を用いて
説明する。
　　　図１０は、脱落防止機構（ネジ式）を付加したネイルチップ１の使用図であり、（
ａ）は、スナップフィット方式（装着）、（ｂ）は、摺動方式（装着脱）、は（ｃ）は、
装着後を示した図である。
　　　図１１は、脱落防止機構（ネジ式）を付加したネイルチップ１の、台座部片と台座
部の構成図であり、（ａ）は、台座部片の斜視図、（ｂ）は、台座部の斜視図である。
　　　図１２は、脱落防止機構（ネジ式）を付加したネイルチップ１の、装飾板部の構成
図であり、（ａ）は、装飾板部の透視図、（ｂ）は、装飾板部のＥ－Ｅ断面図、（ｃ）は
、（ｂ）の、ネジ軸支部３４２とネジ軸３４１１の、軸支箇所の拡大図である。
【００５７】
　　　まず、実施形態４の概要を説明する。
　　　実施形態４のネイルチップ１は、実施形態１の装飾板部３１と、実施形態２の台座
部２２に、脱落防止機構を付加したものであり、
　　　脱落防止機構に、ネジを適用することにより、台座部に装着された装飾板部の摺動
する位置を連続的に調整し、かつ調整した位置に解除可能に制止することを可能にし、台
座部からの装飾板部の脱落や、装着位置がずれることの防止を目的とする。
　　　また、台座部に装着された装飾板部の摺動する位置を連続的に調整できることから
、装飾板部の装着位置の微細な調整が可能となる。
【００５８】
　　　次に、実施形態４のネイルチップ１の構成を説明する。
　　　実施形態４のネイルチップ１は、図１０で示すように、脱落防止機構（ネジ式）を
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備えた装飾板部３４と台座部２４から構成される。
【００５９】
　　　装飾板部３４は、図１２で示すように、ネジ軸支部３４２と、ネジ部３４１と、装
飾板部３１から構成される。
　　　ネジ軸支部３４２は、装飾板部３１の本体３１１の裏面のレール３１２に干渉しな
い位置に一体的に形成し、ネジ部３４１のネジ軸３４１１の軸支箇所を軸支する。
　　　ネジ部３４１は、ネジ軸３４１１と、ネジ３４１２と、ネジ軸突起部３４１３から
構成される。
　　　ネジ３４１２は、台座部２４のネジ溝２４１と螺合する螺合部として、ネジ軸３４
１１の先端に一体的に形成する。
　　　ネジ軸突起部３４１３は、ネジ軸３４１１の軸支箇所の前後に一体的に形成する。
【００６０】
　　　台座部２４は、爪４１の成長方向に沿って、隣接する複数の台座部片２４Ａを係合
して形成したものであり、台座部片２４Ａは、図１１（ａ）で示すように、台座部片２２
Ａと、台座部片２２Ａの表面の、レール片２２２に干渉しない位置に形成した、隣接する
複数のネジ溝２４１で、構成されることから、
　　　台座部２４は、図１１（ｂ）で示すように、台座部２２と、台座部２２の表面のレ
ール２１２に干渉しない位置に、爪４１の成長方向に沿って配置された、隣接する複数の
ネジ溝２４１から構成される。
　　　また、ネジ溝２４１は、ネジ３４１２と螺合する被螺合部である。
　　　また、台座部片２４Ａは、台座部片２２Ａにネジ溝２４１を付加したものであるの
で、各台座部片２４Ａの係合の説明は、実施形態２で示した、台座部片２２Ａが係合する
ことによって形成される台座部２２の構成、の説明と同じなので、省略する。
　　　また、台座部２４は、実施形態２の台座部２２の表面に脱落防止機構（ネジ式）を
付加したものであることから、台座部２４は、図１と図２、及び、図５と図６で示した台
座部２２の構成と構造、及び、機能も兼ね備え、台座部２４へは、実施形態１の装飾板部
３１の装着脱も可能である。
【００６１】
　　　次に、脱落防止機構（ネジ式）の概要を説明する。
　　　脱落防止機構（ネジ式）は、台座部の表面の、爪の成長方向に沿って形成したネジ
溝に、装飾板部の裏面のネジを螺合させて、ネジの回転に応動して、装飾板部を前後に摺
動させることが、台座部に装着された装飾板部の、摺動する位置を連続的に調整し、台座
部の表面のネジ溝と、装飾板部の裏面のネジが噛み合い、ネジが制止することで、台座部
に装着された装飾板部の脱落と、装着位置のずれの防止を可能にする機構である。
【００６２】
　　　さらに、脱落防止機構（ネジ式）の詳細を、図１０を用いて説明する。
　　　脱落防止機構（ネジ式）は、ネジをネジ部３４１のネジ３４１２に適用して、台座
部２４に装飾板部３４を装着したときに、ネジ３４１２とネジ溝２４１が螺合して、
　　　ネジ溝２４１と螺合したネジ３４１２の回転に応動して、台座部２４に装着された
装飾板部３４が、爪４１の成長方向に沿って、前後に摺動することが、台座部２４に装着
された装飾板部３４の摺動する位置を連続的に調整する機構であり、
　　　また、ネジ３４１２の回転の制止が、調整した位置の装飾板部３４の摺動を制止す
ることにより、台座部２４に装着された装飾板部３４の脱落や、装着位置がずれることを
防止する機構である。
【００６３】
　　　　次に、台座部２４への、装飾板部３４の装着脱方法を、図１０を用いて説明する
。
　　　但し、レール２１２とレール３１２の係合と、係合の解除、及び、レール係合部２
１２１とレール係合部３１２１の係合と、係合の解除の説明は、実施形態１で示した説明
と同じであるので省略する。



(13) JP 6251435 B1 2017.12.20

10

20

30

40

50

【００６４】
　　　　まず、図１０（ａ）で、スナップフィット方式での、台座部２４への装飾板部３
４の装着方法を説明する。
　　　スナップフィット方式は、図１０（ａ）に示すように、台座部２４に、装飾板部３
４を、上から押し付けることにより、レール２１２に、レール３１２が係合し、かつネジ
３４１２とネジ溝２４１が螺合し、かつ装飾板部３４が、爪４１のすべての部位を覆い隠
すことができる、台座部２４の位置に、装飾板部３４を装着する。
【００６５】
　　　　次に、図１０（ｂ）で、摺動方式での、台座部２４への装飾板部３４の装着脱方
法を説明する。
　　　摺動方式は、図１０（ｂ）に示すように、爪４１の成長方向に沿って、装飾板部３
４を、爪４１の爪元方向へ摺動させることにより、レール３１２をレール２１２に押し付
けて、レール３１２とレール２１２が係合し、かつネジ３４１２とネジ溝２４１が螺接す
る位置で、ネジ３４１２を回転させて、ネジ３４１２とネジ溝２４１を螺合させて、
　　　さらに、ネジ３４１２を回転させて、回転に応動して、爪４１の爪元方向へ摺動す
る装飾板部３４が、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる位置で、ネジ３４１２
の回転を制止することにより、台座部２４に装飾板部３４を装着する。
　　　　また、前述した摺動方式での装着、及び、図１０（ａ）のスナップフィット方式
で説明した装着状態から、前述した摺動方式で装着したときとは、逆方向にネジ３４１２
を回転させて、ネジ３４１２の回転に応動して、爪４１の爪先方向へ摺動する装飾板部３
４が、ネジ３４１２とネジ溝２４１を螺脱させた後、レール３１２とレール２１２との係
合が解除する位置まで、装飾板部３４を爪４１の爪先方向へ摺動させて、台座部２４から
装飾板部３４を取り外す。
【００６６】
　　　また、図１０（ｃ）は、スナップフィット方式、または、摺動方式で、台座部２４
の表面に、装飾板部３４を装着したときの透視図である。
【００６７】
　　　次に、台座部２４に装着した装飾板部３４が、ネジ３４１２の回転に応動して、爪
４１の成長方向に沿って、前後に摺動することを可能にする、装飾板部３４のネジ軸支部
３４２と、ネジ部３４１の構造、及び、台座部２４のネジ溝２４１の配置について、図１
０と、図１２を用いて説明する。
　　　まず、ネジ軸支部３４２は、図１２（ａ）と（ｂ）に示すように、装飾板部３４の
本体３１１の裏面に一体的に形成し、ネジ軸３４１１の軸を中心にした回転が自在になる
ように、ネジ軸３４１１を軸支することにより、ネジ３４１２の回転は、ネジ軸３４１１
の軸を中心とした回転に限定される。
　　　また、ネジ部３４１のネジ軸３４１１は、図１２（ｂ）と（ｃ）に示すように、ネ
ジ軸支部３４２から、ネジ部３４１が、ネジ軸３４１１の軸方向の前後に移動しないよう
に規制するネジ軸突起部３４１３を備え、
　　　ネジ軸突起部３４１３は、図１２（ｃ）に示すように、ネジ軸３４１１の軸支箇所
の前後に一体的に形成することにより、ネジ溝２４１と螺合したネジ３４１２の回転に応
動して、ネジ溝２４１に沿って前後に移動するネジ部３４１に、ネジ軸支部３４２を連動
させることが可能となる。
　　　また、ネジ溝２４１は、台座部２４を爪４１に固着させたときに、図１０に示すよ
うに、爪４１の成長方向に沿って配置されることにより、台座部２４に装飾板部３４を装
着して、ネジ溝２４１と螺合したネジ３４１２の回転に応動するネジ部３４１は、爪４１
の成長方向に沿った前後の移動に限定され、ネジ軸支部３４２は、装飾板部３４の本体３
１１の裏面に一体的に形成されていることから、
　　　図１０（ｃ）に示すように、台座部２４に装飾板部３４を装着したときに、台座部
２４のネジ溝２４１と螺合したネジ３４１２の回転に応動して、装飾板部３４を、爪４１
の成長方向に沿って、前後に摺動させることが可能になる。
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【００６８】
　　　　　　次に、台座部２４に装着された装飾板部３４の取替えを、説明する。
　　　装飾板部３４は、実施形態１の装飾板部３１の裏面に脱落防止機構（板バネ式）を
付加したものであり、図１で示した装飾板部３１の構成と構造も兼ね備えるので、図２で
示した、装飾板部３１の取替えと同じように、本体３１１の装飾や形状の異なる複数の装
飾板部３４から、１個の装飾板部３４を選択し、台座部２４に装着脱することができて、
他方の装飾板部３４に取替えることも可能となる。
【００６９】
　　　次に、実施形態４のネイルチップ１における爪の成長した場合の対応を、説明する
。
　　　まず、爪４１の成長による爪４１の長さが、装飾板部３４の長さを超えていない場
合の対応を説明する。
　　　台座部２４に装飾板部３４を装着した状態で対応する場合は、図１０（ｂ）で示し
た摺動方式で、装飾板部３４が、爪４１のすべての部位を覆い隠すことができる、台座部
２４の位置に、装飾板部３４を摺動させて対応する。
　　　台座部２４から装飾板部３４を取り外して対応する場合は、図１０（ａ）と、図１
０（ｂ）で示した、スナップフィット方式、または、摺動方式で、装飾板部３４が、爪４
１のすべての部位を覆い隠すことができる、台座部２４の位置に、装飾板部３４を装着し
なおすことで対応する。
　　　また、爪４１の成長による爪４１の長さが、装飾板部３４よりも長くなった場合の
対応は、図５で示した、実施形態２の台座部２２の裁断と継ぎ足し対応に準ずる。
【００７０】
　　　（＝＝＝＝＝実施形態５＝＝＝＝＝）
　　　次に、本発明の実施形態５のネイルチップ１について、図１３を用いて説明する。
　　　図１３は、実施形態５のネイルチップ１の説明図であり、（ａ）は、装飾板部の透
視図、（ｂ）は、台座部に装飾板部を装着したときの透視図である。
【００７１】
　　　まず、本発明の実施形態５の概要を説明する。
　　　実施形態５のネイルチップ１は、装飾板部３３の板バネ先端曲部３３１２を、実施
形態４の台座部２４のネジ溝２４１に係止できるように形成し直すことにより、台座部２
４へ、脱落防止機構（板バネ式）を有する装飾板部の装着脱を可能にすることを目的とす
る。
　　　これにより、実施形態５のネイルチップ１は、実施形態３のネイルチップ１と同じ
機能を備え、実施形態４の台座部２４へは、実施形態１と４と５の装飾板部の装着脱が可
能になる。
【００７２】
　　　次に、実施形態５のネイルチップ１の構成を説明する。
　　　実施形態５のネイルチップ１は、図１３で示すように、脱落防止機構（板バネ式）
を備えた装飾板部３５と、実施形態４の台座部２４から構成される。
　　　　装飾板部３５は、図１３（ａ）で示すように、装飾板部３３の板バネ先端曲部３
３１２を、台座部２４のネジ溝２４１に係止できる形状に形成し直した、板バネ先端係止
部３５１２以外は、装飾板部３３と同じものから構成される。
　　　　板バネ先端係止部３５１２は、台座部２４のネジ溝２４１に係止する係止部であ
る。
　　　　また、実施形態５において、台座部２４のネジ溝２４１は、板バネ先端係止部３
５１２の被係止部である。
【００７３】
　　　　次に、台座部２４への、装飾板部３５の装着脱方法を、図１３を用いて説明する
。
　　　装飾板部３５の板バネ先端係止部３５１２は、実施形態３の板バネ先端曲部３３１
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２に相当するものであり、台座部２４のネジ溝２４１は、実施形態３の溝２３１に相当す
るものであるので、台座部２４への、装飾板部３５の装着脱方法は、実施形態３で説明し
た装着脱方法に準ずる。
　　　また、台座部２４へ装飾板部３５を装着したときの状態を、図１３（ｂ）に示す。
【００７４】
（＝実施形態の異なる装飾板部の装着脱＝）
　　　次に、脱落防止機構を有する台座部への、脱落防止機構を有する装飾板部と、脱落
防止機構を有さない装飾板部との取替え、及び、装着脱と、効果について説明する。
　　　本発明によると、実施形態の異なる台座部への装飾板部の装着脱は、脱落防止機構
を有さない実施形態１の装飾板部３１に限定され、装飾板部３１は、脱落防止機構を有す
る台座部へ、脱落防止機構を有する装飾板部との取替え、及び、装着脱が可能となる。
　　　また、脱落防止機構を有する装飾板部は、外出先での不可抗力による装飾板部の脱
落や紛失が軽減されることから、脱落防止機構を有する装飾板部には、宝飾品などに用い
られる高価な素材や、装飾を施し、装飾板部３１には安価な装飾を施すなどして、装飾板
部の使い分けが可能となり、装飾板部の表面に施される装飾や、装飾板部に用いられる素
材の多様性が拡大するなどの効果がある。
【００７５】
　　　次に、脱落防止機構を有する、実施形態３及び、実施形態４の台座部への、実施形
態１の装飾板部３１の装着脱について、図１４を用いて説明する。
　　　　　　図１４は、脱落防止機構を有する装飾板部と、装飾板部３１の取替え説明図
であり、（ａ）は、脱落防止機構（板バネ式）の台座部の場合、（ｂ）は、脱落防止機構
（ネジ式）の台座部の場合である。
【００７６】
　　　　　　まず、脱落防止機構（板バネ式）の台座部の場合を、図１４（ａ）に示す。
　　　　　　図１４（ａ）で示すように、台座部２３に、装飾板部３３と装飾板部３１の
、どちらかを選択し、装着脱することができて、装着された装飾板部を、他方の装飾板部
と取替え、台座部２３に装着脱することもできる。
【００７７】
　　　　　　次に、脱落防止機構（ネジ式）の台座部の場合を、図１４（ｂ）に示す。
　　　図１４（ｂ）で示すように、台座部２４に、装飾板部３４と装飾板部３５及び、装
飾板部３１の、いずれかを選択し、装着脱することができて、装着された装飾板部を、他
方の装飾板部と取替え、台座部２４に装着脱することもできる。
【符号の説明】
【００７８】
１　　　ネイルチップ
　２１　台座部（実施形態１の台座部）
　　　２１１　本体
　　　２１２　レール
　　　　　　　２１２１　レール係合部
　２２　台座部（実施形態２の台座部）
　２２Ａ　台座部片
　　　２２１　台座部片本体
　　　２２２　レール片　
　　　　　２２２１　レール片係合部
　　　２２３　係合部
　　　　　２２３１　凸係合部
　　　　　２２３２　凹係合部
　２３　台座部（実施形態３の台座部）
　　　　　　２３Ａ　台座部片
　　　２３１　溝
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　２４　台座部（実施形態４の台座部）
　２４Ａ　台座部片
　　　２４１　ネジ溝
　３１　装飾板部（実施形態１の装飾板部）
　　　３１１　本体　
　　　　　　　３１１Ａ　本体
　　　　　　　３１１Ｂ　本体
　　　　　　　３１１Ｃ　本体
　　　　　　　３１１Ｄ　本体
　　　　　　　３１２　レール
　　　　　　　　　　　３１２１　レール係合部
　３３　装飾板部（実施形態３の装飾板部）
　　　３３１　板バネ
　　　　　　３３１１　板バネ本体
　　　　　　３３１２　板バネ先端曲部
　　　　　　３３１３　板バネ固定部
　　　３３２　板バネ支持部
　３４　装飾板部（実施形態４の装飾板部）
　　　３４１　ネジ部
　　　　　　３４１１　ネジ軸
　　　　　　３４１２　ネジ
　　　　　　３４１３　ネジ軸突起部
　　　３４２　ネジ軸支部
　３５　装飾板部（実施形態５の装飾板部）
　　　　　　　３５１２　板バネ先端係止部
４　指
　４１　爪
　　　４１１　成長部位
　　　４１２　成長部位先端
　　　４１３　露出部位
【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な操作で、爪の任意、または、同じ位置に繰り返し装着脱ができ、持続的に
使用できるネイルチップを提供する。
【解決手段】人の手指４又は足指の爪４１に装着するネイルチップ１であって、爪４１の
表面に固着させて使用する台座部２１と、台座部２１に着脱自在に取り付けられ、台座部
２１に摺動可能に案内される装飾板部３１と、を備えるネイルチップ１。又は、爪４１に
固着させて使用し、固着させたまま、裁断及び継ぎ足しが可能な、同一形状の複数の台座
部片からなる台座部と、前記台座部表面に装着脱が自在で、前記台座部表面を摺動可能に
案内するレール２１２を備えた装飾板部を有するネイルチップ１。
【選択図】図１



(17) JP 6251435 B1 2017.12.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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